
気
候
変
動
緩
和
策
で
情
報
交
換

経
産
省

共

催
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

内
閣
本
部
が
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

健
全
な
水
循
環
へ
国
民
運
動

本
格
導
入
で
論
点
整
理
へ

環
境
省

検
討
会
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
活
用

経
済
産
業
省
は
十
一
月
二

十
九
日
、
東
京
・
中
央
区
の

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
京
橋
で
公
益

財
団
法
人
地
球
環
境
産
業
技

術
研
究
機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
・

茅
陽
一
理
事
長
）
と
共
催
で

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
一
般
財
団
法
人

建
築
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
構
（
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
・
村
上
周

三
理
事
長
）が
後
援
し
、「
気

候
変
動
の
緩
和
策
に
つ
い
て

考
え
よ
う

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
六

次
評
価
サ
イ
ク
ル
の
活
動
と

今
後
の
取
り
組
み
」
と
題
し

て
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
」
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

は
昨
年
十
一
月
の
パ
リ
協
定

発
効
を
受
け
、
二
〇
一
五
〜

二
二
年
ま
で
の
第
六
次
評
価

サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
報
告
書

の
作
成
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
取
り
組
み
の
動
向
に
つ

い
て
情
報
交
換
し
た
。

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
約
百
六
十
名
が
参
加
。

岸
本
道
弘
同
省
大
臣
官
房
審

議
官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
重
要
性
が

近
年
強
く
認
識
さ
れ
て
い

る
。
本
日
は
最
新
の
知
見
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
誠
に
貴

重
な
機
会
だ
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
デ
ィ
ア
ナ
・
ウ
ル

ゲ
・
フ
ォ
ル
サ
ッ
ツ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
第
三
作
業
部
会
副
議
長
、

Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
の
村
上
理
事
長
、

手
塚
宏
之
日
本
経
済
団
体
連

合
会
環
境
安
全
委
員
会
国
際

環
境
戦
略
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
座
長
が
講
演
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
へ
の
期
待
と
課
題
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
活
発
に
意
見

交
換
し
た
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
は
十
一
月
二
十
四
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

丸
の
内
で
初
の
「
水
循
環
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
〜
水
で
つ
な
が
る
連
携
へ
向
け
て
」
を
開
催
し
た
。
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
国
民
的
な
運
動
に
高
め
る
た
め
、
公
的
機
関
の
実
務
者
に
加
え
て
水
循
環
の
健
全
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
民
間
企
業
や
関
係
団
体
な
ど
約
二
百
二
十
名
が
参
加
。
全
国
各
地
域
に
お
け
る
活
動
の
連
携
に
向
け
た
提

言
と
し
て
積
極
的
な
情
報
の
共
有
化
や
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
呼
び
か
け
た
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
流

域
の
河
川
、
湖
沼
、
森
林
、

都
市
、
農
地
な
ど
で
公
的
機

関
、
事
業
者
、
団
体
、
住
民

が
連
携
し
て
健
全
な
水
循
環

の
維
持
・
回
復
に
取
り
組
む

活
動
の
総
称
。
国
は
各
地
域

に
お
け
る
協
議
会
設
立
や
計

画
策
定
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

従
来
の
行
政
手
法
に
と
ら
わ

れ
な
い
取
り
組
み
や
推
進
策

の
共
有
化
に
向
け
て
開
催
。

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産

省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交

通
省
、
環
境
省
、
公
益
社
団

法
人
日
本
水
道
協
会
、
公
益

社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会

な
ど
が
後
援
し
て
い
る
。

当
日
は
主
催
者
を
代
表
し

て
黒
川
純
一
良
同
政
策
本
部

事
務
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
平
成
二
十
六
年
に

水
循
環
基
本
法
、
翌
年
に
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
各

活
動
主
体
の
連
携
が
重
要

だ
。
政
府
と
し
て
も
地
域
ご

と
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

後
押
し
や
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
先
進
的
取
り
組
み
の
サ
ポ

ー
ト
、
市
民
へ
の
重
要
性
の

啓
発
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
お
け
る
統
合
的
水
資

源
管
理
と
水
の
再
利
用
に
つ

い
て
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に

吉
谷
純
一
信
州
大
学
教
授
と

浅
野
孝
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
デ
ー
ビ
ス
校
名
誉
教
授
が

基
調
講
演
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
東
京
財
団

研
究
員
の
吉
原
祥
子
氏
が
司

会
を
務
め
、
宮
城
県
環
境
対

策
課
技
術
補
佐
の
千
田
雅
仁

氏
、
高
知
県
環
境
共
生
課
課

長
補
佐
の
三
好
一
樹
氏
、
大

野
市
湧
水
再
生
対
策
室
長
の

帰
山
寿
章
氏
、
㈱
ト
ヨ
タ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
の
松
崎
圭

祐
氏
、
同
政
策
本
部
事
務
局

参
事
官
の
岡
積
敏
雄
氏
ら
が

活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の

総
意
と
し
て
全
国
に
向
け
た

提
言
で
は
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
準
備
会
へ

の
協
力
を
求
め
た
。

環
境
省
は
十
一
月
二
十
四

日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
Ｔ

Ｋ
Ｐ
東
京
駅
大
手
町
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
七

回
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
（
座
長
・
神
野
直
彦
日

本
社
会
事
業
大
学
学
長
・
東

京
大
学
名
誉
教
授
）を
開
き
、

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の

効
果
的
な
活
用
策
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
た
。
二
酸
化
炭

素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
削
減
に

よ
る
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
本
格
的
な
導
入
に

向
け
て
論
点
を
整
理
す
る
。

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

は
Ｃ
Ｏ
２
に
価
格
を
付
け
、

企
業
や
家
庭
が
排
出
量
に
応

じ
て
負
担
す
る
こ
と
で
排
出

削
減
を
促
す
取
り
組
み
。
主

要
な
方
法
と
し
て
排
出
量
に

課
税
す
る
炭
素
税
と
排
出
超

過
分
・
不
足
分
を
取
引
す
る

排
出
量
取
引
制
度
が
あ
る
。

日
本
は
パ
リ
協
定
に
基
づ
き

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八
〇
％

の
排
出
削
減
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。

第
２
回
住
宅
・
都

市
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
総
合
展

７
面
に
特
集
記
事

有識者が議論を深める

全国ネットワーク構築提言

黒川事務局長

講演・パネルディスカッション展開
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